
　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
世
田
谷
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
創
立
50
周
年
を
迎
え
式
典
も
滞
り

な
く
済
み
ま
し
た
こ
と
、
長
き
に
わ
た
り

活
動
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
ひ
と
え

に
会
員
皆
様
、
そ
し
て
世
田
谷
区
・
社
会

福
祉
協
議
会
等
皆
様
の
ご
協
力
・
ご
支
援

の
賜
物
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
〈
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
〉

の
心
で
魅
力
あ
る
高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
な
り

ま
す
よ
う
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
世
界
的
に
も
日
本
的
に
も
社
会
情
勢
の

変
化
と
気
候
変
動
の
激
し
い
現
在
で
す
。

そ
の
中
で
高
齢
者
の
活
動
が
円
滑
に
行
く

よ
う
、
会
員
の
皆
様
に
喜
ば
れ
又
仲
間
が

増
え
ま
す
よ
う
話
し
合
い
活
動
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
は
午
年
、
情
熱
と
行
動
力
で
突
き

進
む
、
燃
え
る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
道

を
開
く
年
だ
そ
う
で
す
。
皆
様
の
一
層
の

協
力
を
い
た
だ
き
今
ま
で
の
活
動
だ
け
で

な
く
新
し
い
活
動
に
も
目
を
向
け
て
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
一
年
健
康
第
一
で
明
る
く
楽
し
く

活
動
で
き
ま
す
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い

や
見
守
り
を
行
う
友
愛
活
動
に
加
え
、
健

康
づ
く
り
や
文
化
活
動
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
、
深
く
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　
皆
様
の
こ
う
し
た
活
動
は
、
地
域
の
つ

な
が
り
を
育
み
、
高
齢
者
の
孤
立
や
閉
じ

こ
も
り
の
防
止
に
も
つ
な
が
る
、
大
変
意

義
の
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
は
丙ひ

の
え
う
ま午の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
丙

午
と
い
え
ば
、
昔
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
言
い

伝
え
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
近
年
で
は
「
陽

の
気
に
満
ち
、
情
熱
や
活
力
に
あ
ふ
れ
る

年
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
時
代
は
移
り
変
わ
り
、
今
で
は
新
た
な

挑
戦
に
向
い
た
年
と
し
て
前
向
き
に
捉
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
、
会
員
数
が

再
び
増
加
す
る
ク
ラ
ブ
が
出
て
く
る
な
ど
、

地
域
の
つ
な
が
り
が
再
び
芽
生
え
始
め
て

い
る
兆
し
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
皆
様
の
知
恵
と
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
高
齢
者

ク
ラ
ブ
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
区
と
し
て
も
、
引
き
続
き
皆
様

の
活
動
を
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
結
び
に
、
世
田
谷
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会
員
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

鎌田年輪の会
山下 京子

世高連会長

服部 幸男

世田谷区長

保坂 展人

明
け
ま
し
て
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

か　り　が　ね　193　号1

会報第193号

78       6,527

(入会問合せ）
世田谷区市民活動推進課

03-6304-3176

服部　幸男
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◇
第
36
回
輪
投
げ
大
会

９
月
26
日

総
合
運
動
場　
体
育
館

参
加
者　
33
チ
ー
ム

優　
勝　
池
之
上
ク
ラ
ブ　
582
点

準
優
勝　
み
ず
き
会　
　
　
531
点

３　
位　
千
歳
会　
　
　
　
522
点

最
高
齢
賞　
星 

貞
夫
（
97
歳
）

�

（
寿
楽
会
）

上
位
８
チ
ー
ム
は
、
２
月
9
日
に
品

川
区
で
行
わ
れ
る
城
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

◇
カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
ク
ー
ル

10
月
７
日

烏
山
区
民
会
館
ホ
ー
ル

出
場
者
エ
ン
ト
リ
ー　
50
名

北
島
三
郎
賞　
真
田 

和
俊

�

（
つ
く
し
会
）

２　
位　
秋
田 

世
紀
子

�

（
と
も
に
あ
ゆ
む
会
）

３　
位　
西
村 

祐　

�

（
二
子
玉
川
鶴
寿
会
）

４　
位　
赤
津 

厚
子

�

（
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
清
流
会
）

５　
位　
西
山 

秀
聰　

�

（
豊
か
な
老
後
を
築
く
会
）

審
査
員
特
別
賞　
ユ
ー
モ
ア
賞　

馬
場 
輝
夫　
（
赤
堤
ク
ラ
ブ
）

審
査
員
特
別
賞　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞

渡
邉 

靖
夫　
（
池
之
上
ク
ラ
ブ
）

審
査
員
特
別
賞　
い
き
い
き
賞

安
達 

加
津
子　
（
二
子
玉
川
鶴
寿
会
）

審
査
員
特
別
賞　
が
ん
ば
っ
た
で
賞

安
藤 

千
代
子　
（
成
城
若
葉
会
）

審
査
員
特
別
賞　
ハ
ッ
ス
ル
賞

鈴
木 

忠
正　
（
二
子
玉
川
鶴
寿
会
）

審
査
員
特
別
賞　
最
高
齢
賞

三
森 

ヒ
サ
子
（
97
歳
）（
常
盤
会
）

◇
第
３
回
会
員
拡
大
研
修

10
月
21
日　
ひ
だ
ま
り
友
遊
会
館

参
加
者　
21
名

昨
年
に
引
き
続
き
、
理
事
・
協
力
員

（
会
長
）
を
対
象
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

形
式
で
の
意
見
交
換
を
目
的
と
し
た
会

員
拡
大
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
Ａ
～
Ｄ
の
４
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
各
ク
ラ
ブ
が
会
員

拡
大
に
向
け
て
工
夫
し
て
い
る
点
や
広

報
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
広
報
紙
な
ど

を
持
参
し
、
グ
ル
ー
プ
内
で
共
有
し
ま

し
た
。

最
後
に
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
た
も
の

を
全
体
に
発
表
し
、
会
員
拡
大
に
向
け

て
様
々
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

◇
第
47
回
い
き
い
き
せ
た
が
や
文
化
祭

11
月
19
日
・
20
日　

せ
た
が
や
イ
ー
グ
レ
ッ
ト
ホ
ー
ル

�

（
世
田
谷
区
民
会
館
）

来
場
者
数　
２
，３
９
７
名

演
芸
部
門　
50
団
体　
597
人

作
品
部
門　
28
団
体　
530
点

　

今
年
度
も
せ
た
が
や
イ
ー
グ
レ
ッ
ト

ホ
ー
ル
に
て
、い
き
い
き
せ
た
が
や
文
化

祭
が
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
保
坂
区
長
を
は
じ
め

ご
来
賓
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
開
会
し
ま

し
た
。

　
ホ
ー
ル
で
の
演
芸
大
会
は
２
日
間
と

も
世
代
間
交
流
企
画
で
始
ま
り
、
そ
の

後
は
参
加
団
体
に
よ
る
多
彩
な
演
目
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
下
１
階
集
会
室
で
は
作
品
展
示
が

お
こ
な
わ
れ
、
様
々
な
作
品
が
会
場
を

埋
め
つ
く
し
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
力
作

揃
い
で
華
や
か
な
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参
加
、
ご
来
場

い
た
だ
き
賑
や
か
で
楽
し
い
文
化
祭
と

な
り
ま
し
た
。

救
援
拠
金
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
令
和
７
年
10
月
9
日
、
台
風
22
号
・

23
号
が
伊
豆
諸
島
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
に
よ
り
、
左
記
の
と
お
り
募
金
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

◇
研
修
旅
行
「
福
島
県
母
畑
温
泉
」

令
和
7
年
度
研
修
旅
行
は
11
月
25
日
、

26
日
。「
笠
間
稲
荷
神
社
参
拝
。
い
わ
き

市
石
炭
化
石
館
見
学
。
い
わ
き
震
災
伝

承
み
ら
い
館
見
学
と
語
り
部
講
話
」に

バ
ス
2
台（
83
名
）で
参
加
し
ま
し
た
。

①
雨
が
降
る
中
、
笠
間
稲
荷
神
社
へ
。

前
日
ま
で
の
菊
ま
つ
り
の
花
が
迎
え
て

く
れ
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

②
い
わ
き
市
石
炭
化
石
館
見
学
で
は
、

化
石
展
示（
い
ろ
い
ろ
な
国
の
恐
竜
）と

模
擬
坑
道（
機
械
の
な
い
手
作
業
、先
人

た
ち
の
知
恵
の
す
ご
さ
を
感
じ
た
）

宴
会
は
大
広
間
で
カ
ラ
オ
ケ
に
。
最

後
は
全
員
で
炭
坑
節
を
踊
り
、
い
つ
も

な
が
ら
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
楽
し
く
幕

を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2
日
目
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
楽
し
い

バ
ス
旅
行
と
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
…
。
い

わ
き
震
災
伝
承
み
ら
い
館
に
向
か
う
道

す
が
ら
、
人
一
人
見
る
こ
と
も
な
く
、

ま
た
海
の
近
く
は
空
き
地
が
多
く
新
築

の
家
は
地
元
の
人
が
少
な
い
そ
う
で
す
。

み
ら
い
館
で
は
展
示
室
の
大
き
な
ス
ク

リ
ー
ン
に
当
時
の
状
況
が
、
家
、
車
が

流
さ
れ
、
そ
の
す
ご
さ
を
、
語
り
部
さ

ん
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
改
め
て
思
い

出
し
ま
し
た
。

今
回
の
見
学
コ
ー
ス
は
充
実
し
て
、

楽
し
い
旅
行
が
で
き
ま
し
た
。

次
回
も
ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

世
　
高
　
連

世
　
高
　
連

【
社
会
奉
仕
の
日

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。】

今
年
度
も
東
老
連
か
ら
全
国
三
大
運

動
並
び
に
「『
老
人
の
日
・
老
人
週
間
』

の
取
り
組
み
」
の
推
進
に
つ
い
て
通
知

が
あ
り
、
世
高
連
の
各
会
員
が
積
極
的

に
「
社
会
奉
仕
の
日
」
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

世
高
連
で
は
、
９
月
の
１
か
月
を
取

り
組
み
期
間
と
し
、
各
ク
ラ
ブ
で
美
化

活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
世
高
連
で
は
、
57
ク
ラ
ブ
、

717
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

発表の様子

優勝した池之上クラブの皆さん

華やかな作品展示

多彩な演目

会の締めに炭坑節踊り

記念の1枚

最高齢賞

世高協 166,400 円
玉高協 140,000 円
砧高協 154,050 円
合計 460,450 円

23 か　り　が　ね　193　号か　り　が　ね　193　号 令和 8 年 1 月 13 日令和 8 年 1 月 13 日



東
　
老
　
連

東
　
老
　
連

◇
東
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
９
月
10
日　
千
葉
県
木
更
津
市

　
女
性
部
よ
り
齋
藤
会
長
・
檜
貝
会
長

が
出
席

◇
東
老
連
芸
能
大
会

　
９
月
17
日　

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

　
参
加　
千
歳
い
ず
み
会　
舞
踊
部

◇
東
老
連
　
ペ
タ
ン
ク
大
会

　
10
月
15
日　
武
蔵
野
中
央
公
園

　
世
高
連
よ
り
、
み
ず
き
会
が
参
加
予

定
で
し
た
が
、
雨
天
の
た
め
中
止

◇
第
54
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　
11
月
５
～
６
日　
茨
城
県
水
戸
市

　
服
部
世
高
連
会
長
が
出
席

◇
東
老
連
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
11
月
７
日　
武
蔵
野
中
央
公
園

　
参
加　
50
チ
ー
ム(

世
高
連
２
チ
ー
ム)

　
千
歳
廻
寿
会
Ａ　
４
位　
286
点

　
千
歳
廻
寿
会
Ｂ　
35
位　
316
点

◇
シ
ニ
ア
健
康
フ
ェ
ス
タ

　
11
月
11
日

武
蔵
野
の
森
総
合
プ
ラ
ザ

　
参
加
者　
女
性
部
16
名

　
城
南
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
、
『
明
日
の

幸
せ
』
『
河
内
お
と
こ
節
』
の
演
目
を

披
露
し
ま
し
た
。
５
区
で
色
鮮
や
か
な

五
輪
の
輪
と
な
り
、
優
美
な
踊
り
で
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
全
員
の
熱
意
が
伝
わ
っ
た
こ

と
で
、
会
場
全
体
に
一
体
感
が
広
ま
り
、

観
客
を
感
動
さ
せ
ま
し
た
。
踊
り
を
通

じ
て
、
地
域
の
絆
が
深
ま
っ
た
瞬
間
で

し
た
。

◇
東
老
連
区
市
町
村
老
連
会
長
・

�

役
員
研
修
会

　
12
月
17
日　
神
奈
川
県

　
服
部
世
高
連
会
長
、
遠
藤
世
高
連
副

会
長
が
出
席

◇
第
39
回
　
東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　
12
月
10
日

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

◎
東
京
都
高
齢
福
祉
功
績
者

　
服
部 

幸
男
（
池
之
上
ク
ラ
ブ
）

◎
東
老
連　
活
動
賞

　
仲
間
づ
く
り
活
動　
互
楽
会　

◎
東
老
連　
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
駒
留
な
ご
み
の
会

　
八
千
代
会

　
明
和
会

◎
東
老
連　
育
成
功
労
者

　
田
中 

智
惠
子
（
代
沢
ク
ラ
ブ
）

　
清
水 

好
枝
（
代
沢
四
丁
目
ク
ラ
ブ
）

　
望
月 

俊
明
（
高
砂
会
）

　
熊
木 

憲
明
（
み
ず
き
会
）

◎
東
老
連　
若
手
リ
ー
ダ
ー

　
飯
島 

春
江
（
世
高
連
総
務
部
長
）　

◎
東
老
連　
育
成
指
導
功
績
者

　
一
杉 

和
子
（
世
高
連
理
事
）

◎
東
老
連　
会
員
増
強
運
動
（
10
名
以

上
の
新
規
正
会
員
）
に
対
す
る
表
彰

　
世
高
連
よ
り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

35
ク
ラ
ブ
が
該
当

◇
第
25
回
　
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　
12
月
４
日

　
玉
川
せ
せ
ら
ぎ
ホ
ー
ル

　
参
加
者　
53
名

　
毎
年
恒
例
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が

今
年
度
は
玉
川
せ
せ
ら
ぎ
ホ
ー
ル
に
て

華
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
昔
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
と

ダ
ン
ス
音
楽
に
の
り
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

◇
俳
句
教
室

12
月
９
日　

文
化
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー

�

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
Ａ
・
Ｂ

参
加
者　
57
名

講　
師　
菅
野 

孝
夫
先
生

講
師
は
、
例
年
俳
句
大
会
で
選
者
を

務
め
る
、
「
野
火
俳
句
会
」
主
宰
の
菅

野
孝
夫
先
生
を
お
迎
え
し
俳
句
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

12
月
11
日　

三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど
ホ
ー
ル

参
加
者　
70
人

講　
師　
日
本
成
人
病
予
防
協
会

�

花
形 

一
実
氏

本
事
業
は
東
老
連
の
「
健
康
教
室
事

業
」
と
し
て
、
城
南
ブ
ロ
ッ
ク
の
女
性

部
も
招
き
、
開
催
し
ま
し
た
。

◇
健
康
教
室
「
滑
舌
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

【
令
和
７
年
度
赤
い
羽
根

�

共
同
募
金
運
動
】

各
ク
ラ
ブ
か
ら
千
円
の
募
金
を
い
た

だ
き
、
計
７
万
８
０
０
０
円
の
募
金
が

集
ま
り
ま
し
た
。
東
老
連
を
通
じ
て
、

社
会
福
祉
法
人
東
京
都
共
同
募
金
会
へ

贈
呈
し
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
世
高
連
俳
句
大
会
の
お
知
ら
せ
】

日　
時　
３
月
13
日
（
金
）
午
後

場　
所　
文
化
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
Ａ
・
Ｂ

事
前
投
句

兼　
題　
「
草
の
芽
」

締
切
り　
２
月
12
日
（
木
）
必
着

【
高
齢
者
観
梅
デ
ー
の
お
知
ら
せ
】

日　
時　
２
月
28
日
（
土
）

※
雨
天
中
止

羽
根
木
公
園
内
で
開
催
さ
れ
る
せ
た

が
や
梅
ま
つ
り
の
舞
台
で
、
高
齢
者
ク

ラ
ブ
の
有
志
の
皆
さ
ん
が
演
芸
を
披
露

し
ま
す
。

ぜ
ひ
会
場
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い

12
月
23
日

せ
た
が
や
イ
ー
グ
レ
ッ
ト
ホ
ー
ル

（
世
田
谷
区
民
会
館
）

世
高
連
50
周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
地

域
の
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
社

会
参
加
の
推
進
を
支
え
て
き
た
世
高
連

の
節
目
を
、
多
く
の
来
賓
や
会
員
の
皆

さ
ま
で
温
か
く
祝
い
合
う
一
日
と
な
り

ま
し
た
。
式
典
の
詳
し
い
内
容
や
当
日

の
様
子
は
、
次
号
で
改
め
て
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

「
世
高
連
50
周
年
記
念
誌
」
が
令
和
８

年
３
月
に
発
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
発

行
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す

の
で
、
完
成
を
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

◇
世
高
連
50
周
年
記
念
式
典

認定補聴器専門店　補聴器のセベ

最新機種を含め5 0 0台のレンタル補聴器を用意

致しましたのでお気軽にお試し下さい。

補聴器を知る。 人生をもっと豊かに楽しむための

はじめの一歩です。

営業時間/AM10:00-PM6:00 土 ・祭日 PM5:00 迄

定休日/毎週金曜/日曜/第 2 土曜日

◆レンタル補聴器取り扱い店

1か月（片耳）4,000円でレンタルできます。

TEL：0120– 39 – 4133
サンキュー ヨ 　 イ 　 ミ 　 ミ

玉寿会　齋藤 惇子

明和会　小林 ミチ

優雅なひととき

俳句教室の様子
優美な躍りで会場を魅了

みんなで滑舌トレーニング

式典の様子集合写真
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玉
川
地
区
高
協

対
談
　
明
日
に
向
か
っ
て

〟

本
日
は
お
集

ま
り
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま

ず
初
め
に
皆
さ

ん
が
玉
川
福
寿

会
に
ご
入
会
さ

れ
た
の
は
い
つ
で
す
か
？〟

関
根　
入
会
し
た
の
は
平
成
20
年
で
す
。

橋
本　
59
歳
で
入
会
し
ま
し
た
。
大
正

琴
を
始
め
た
く
て
。

川
口　
私
は
関
根
さ
ん
が
会
長
に
な
ら

れ
て
か
ら
入
り
ま
し
た
。

〟

59
歳
っ
て
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ

ど
お
若
く
し
て
の
ご
入
会
で
す
ね
。〟

関
根　
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
た
い
方
は

若
く
て
も
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〟

そ
れ
で
若
い
方
も
…
…
。
当
時
は
会

員
さ
ん
ど
の
く
ら
い
い
ら
し
た
ん
で
す

か
？〟

関
根　
50
人
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
か
し
ら
。

今
で
も
会
員
を
増
や
す
と
世
高
連
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
す
よ
ね
。だ
か
ら
、お
友
達

と「
も
っ
と
増
や
そ
う
ね
」と
頑
張
っ
た
の
。

〟

で
も
若
い
方
も
入
会
さ
れ
る
の
は
、

や
は
り
サ
ー
ク
ル
活
動
の
魅
力
？〟

関
根　
そ
う
、
そ
う
。
何
か
活
動
を
な

さ
る
方
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。

〟

会
を
長
い
間
続
け
て
い
ら
し
て
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
？〟

関
根　
私
と
し
て
は
友
愛
活
動
、
ミ
ニ

デ
イ
が
出
来
上
が
っ
た
こ
と
。
こ
の
集

会
所
の
１
Ｆ
が
デ
イ
ホ
ー
ム
だ
っ
た
の

で
す
が
、
制
度
が
変
わ
っ
て
来
る
こ
と

が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
た
ち

が
い
ら
し
た
の
で
す
。
そ
れ
で
所
長
さ

ん
か
ら
私
た
ち
に
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

〟

そ
れ
を
今
で
も
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
す
ね
？
す
ご
い
で
す
ね
。
そ
の

他
に
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
あ
り

ま
す
か
？
〟

川
口　
一
泊
旅
行
楽
し
か
っ
た
よ
ね
。

関
根　
そ
の
頃
は
皆
さ
ん
楽
し
み
に
し

て
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
け
ど
。

川
口　
今
は
人
が
集
ま
ら
な
い
か
ら
日

帰
り
が
や
っ
と
。

関
根　
今
は
70
代
で
も
働
い
て
い
る
人

が
多
い
か
ら
一
泊
で
は
無
理
な
の
か
な
。

〟

今
後
の
課
題
と
し
て
何
か
良
い
ア
ド

バ
イ
ス
を
頂
け
ま
す
か
？
〟

関
根　
昔
の
方
達
は
、
こ
こ
へ
来
る
と

楽
し
い
、
だ
か
ら
来
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
す
け
れ
ど
、
時
代
が
違
う
と
い
う
の

か
し
ら
、
昔
と
違
っ
て
今
は
色
々
な
楽

し
み
方
が
あ
る
し
、
考
え
方
が
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
よ
ね
。
で
も
ね
、
こ
こ
へ

来
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
っ
て
あ
り

ま
す
で
し
ょ
。
今
は
Ｉ
Ｔ
の
時
代
で
す

が
、
老
若
男
女
、
皆
さ
ん
が
知
恵
を
出

し
合
っ
て
気
兼
ね
な
く
、
わ
い
わ
い
が

や
が
や
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

れ
る
楽
し
い
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

〟

自
然
に
皆
さ
ん
が
集
っ
て
く
だ
さ
る
、

そ
の
よ
う
な
会
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。〟�

（
玉
高
協　
広
報
部
記
）

　
つ
ぶ
や
き

　
奥
沢
楽
友
会
に
入
会
し
て
3
年
あ
ま

り
に
な
り
ま
し
た
。
麻
雀
部
を
毎
週
楽

し
み
に
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
玉
高
協
の
会
長
よ
り
事
業
部
を
引
き

受
け
る
よ
う
に
ご
指
示
が
あ
り
、
光
栄

な
事
だ
と
思
い
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
１
年
た
ち
、
よ
う
や
く
世
高

連
事
業
部
に
も
な
じ
め
る
よ
う
に
な
り
、

又
、
役
割
も
回
っ
て
き
ま
し
た
。

　
１
年
を
振
り
返
っ
て
。
新
年
会
に
参

加
し
ま
し
た
が
、
先
輩
ば
か
り
で
食
事

が
喉
を
通
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
２
月
、
囲
碁
大
会
に
初
め
て
参
加
し

た
が
惨
敗
で
し
た
。
６
月
、
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
に
参
加
し
て
60
位
に
な
り
ま
し

た
。
久
々
だ
っ
た
の
で
、
ガ
ー
タ
ー
の

連
続
で
し
た
。
７
月
ボ
ッ
チ
ャ
ゲ
ー
ム

大
会
、
決
勝
戦
は
非
常
に
面
白
か
っ
た

で
す
。
７
月
輪
投
げ
大
会
、
我
が
楽
友

会
も
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
10
月
の
予
定
に
は
考
え
さ

せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は

毎
週
火
曜
日
に
囲
碁
教
室
に
参
加
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

会
長
会
、
世
高
連
の
会
議
と
続
き
３
週

連
続
で
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
引

き
受
け
た
以
上
は
仕
方
な
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
仕
事
に
追
わ
れ

て
い
た
日
々
か
ら
解
放
さ
れ
、
や
っ
と
自

由
に
な
る
と
思
っ
て
い
た
私
は
間
違
い

だ
っ
た
の
か
？
そ
う
思
う
こ
の
頃
で
す
。

�

（
奥
沢
楽
友
会　
中
山 

豊
記
）

フ
ラ
と
笑
い
と
時
々
ダ
イ
エ
ッ
ト
？

 

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
入
会
し
た
時
の
思

い
出
な
ど
を
ど
う
ぞ
」
と
原
稿
依
頼
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
実
は
昨
日
の
玉
川
は
つ
ら
つ
フ
ェ
ス

タ
の
発
表
会
中
も
、
頭
の
中
で
は
ネ
タ

探
し
を
し
て
い
た
の
は
こ
こ
だ
け
の
話

で
す
。
思
い
返
せ
ば
13
年
前
、
「
ね
ぇ

あ
な
た
！
フ
ラ
で
痩
せ
さ
せ
て
あ
げ

る
」
と
先
生
に
声
を
か
け
ら
れ
、
今
な

ら
詐
欺
を
疑
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
当
時

の
私
は
そ
の
甘
い
言
葉
に
す
ん
な
り
入

会
。
気
づ
け
ば
、
い
ろ
ん
な
ご
縁
が
重

な
っ
て
、
今
は
上
野
毛
若
葉
会
フ
ラ
の

メ
ン
バ
ー
に
。
そ
こ
に
は
「
フ
ラ
シ
ス

（
＝
フ
ラ
を
一
緒
に
学
ぶ
シ
ス
タ
ー
の

略
）
」
と
い
う
、
個
性
が
強
く
て
面
白

い
仲
間
た
ち
と
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
振

付
で
笑
わ
せ
て
く
だ
さ
る
中
村
先
生

が
！
笑
い
す
ぎ
て
表
情
筋
ま
で
鍛
え
ら

れ
ま
す
。

　
上
野
毛
若
葉
会
フ
ラ
は
毎
月
第
２
・

第
４
火
曜
の
13
時
～
14
時
半
、
上
野
毛

地
区
会
館
２
階
和
室
に
て
開
催
中
。
あ
、

痩
せ
た
か
ど
う
か
は
、
ぜ
ひ
見
に
来
て

ご
判
断
を
！

　
マ
ハ
ロ
～
「
ハ
ワ
イ
語
で
あ
り
が
と

う
」

�

（
上
野
毛
若
葉
会　
栗
原 

恵
美
記
）

砧
地
区
高
協

福
祉
大
会

　
砧
高
協
で
は
、
烏
山
区
民
会
館
ホ
ー

ル
と
成
城
ホ
ー
ル
と
で
、
毎
年
交
互
に

場
所
を
代
え
て
福
祉
大
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
成
城
ホ
ー
ル
で
、
世
田
谷
区

の
保
坂
区
長
は
じ
め
、
石
川
区
議
会
議

長
お
よ
び
世
田
谷
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
の
服
部
様
並
び
に
世
田
谷
区

生
活
文
化
政
策
部
の
方
々
を
お
迎
え
し

て
の
式
典
で
す
。

　
第
１
部
式
典
で
は
、
各
ク
ラ
ブ
か
ら

推
薦
さ
れ
た
功
労
者
の
紹
介
に
始
ま
り
、

表
彰
者
を
代
表
し
て
、
お
二
方
が
ス

テ
ー
ジ
上
に
て
砧
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ

協
議
会
清
水
会
長
及
び
砧
地
域
社
会
福

祉
事
務
所
岩
波
所
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
を
お
受
け
取
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
功
労
者
表
彰
式
に
引
き
続
い
て
、
来

賓
の
皆
様
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
祝

賀
式
典
は
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
式
典
・
休
憩
の
後
、
第
２
部
に
入
り
、

日
頃
の
練
習
成
果
を
披
露
す
べ
く
演
芸

発
表
に
入
り
ま
し
た
。

　
演
芸
は
コ
ー
ラ
ス
を
は
じ
め
と
す
る

多
岐
に
渡
る
分
野
の
発
表
で
、
踊
り
あ

り
、
カ
ラ
オ
ケ
あ
り
、
手
話
ダ
ン
ス
、

民
謡
、
詩
吟
、
合
唱
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
な
ど
各
ク
ラ
ブ
会
員
が
出
場
し
て
の

19
演
目
で
す
。

　
観
客
席
か
ら
は
手
拍
子
な
ど
の
応
援

も
加
わ
り
、
熱
演
発
表
、
和
気
あ
い
あ

い
の
演
芸
発
表
で
し
た
。

　
第
３
部
は
、
砧
高
協
と
し
て
は
、
初

め
て
の
イ
ベ
ン
ト
「
フ
ラ
メ
ン
コ
」
の

鑑
賞
で
あ
り
ま
す
。

　
裾
の
長
い
鮮
や
か
な
衣
装
を
前
後
左

右
上
下
に
振
り
わ
け
、
激
し
い
足
踏
み

や
手
拍
子
を
打
つ
踊
り
手
、
そ
し
て
リ

ズ
ム
の
強
さ
、
ギ
タ
ー
の
旋
律
と
哀
愁

を
帯
び
た
歌
声
、（
踊
り・歌・ギ
タ
ー
）

３
つ
の
要
素
が
醸
し
出
す
こ
れ
ら
が
相

ま
っ
て
表
現
さ
れ
る
芸
術
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
、素
晴
ら
し
い
「
芸
術
の
日
」

を
過
ご
せ
ま
し
た
。

�

（
砧
高
協　
広
報
部
記
）

踊り・歌・ギターの「フラメンコ」

表情豊かにダンス

なかよし三人娘なかよし三人娘

息の合ったステップ
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世
田
谷
地
区
高
協

世
田
谷
地
区
高
齢
者
福
祉
大
会

　
９
月
17
日
（
水
）
世
田
谷
地
区
高
齢

者
ク
ラ
ブ
協
議
会
主
催
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
世
田
谷
区
後
援
で
令
和
７
年
度

福
祉
大
会
が
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
に
於

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
福
祉
功
労
者
表
彰
式
と
演
芸
会
と
併

せ
て
の
式
典
が
飯
島
副
会
長
の
司
会
に

よ
り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
遠
藤
会
長
の
挨
拶
に
つ
づ
き
、
区
長

が
区
議
会
会
期
中
の
た
め
、
区
長
祝
詞

が
、
柳
澤
北
沢
支
所
長
に
よ
り
代
読
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
功
労
者
15
名
が
呼
名
さ
れ
、

代
表
者
２
名
の
方
に
感
謝
状
と
記
念
品

目
録
が
遠
藤
会
長
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
お
元

気
に
活
動
を

続
け
て
く
だ

さ
い
。

　
岡
崎
北
沢
、

鈴
木
世
田
谷
、

両
地
区
社
会

福
祉
協
議
会

会
長
、
服
部

世
田
谷
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
、

金
安
局
次
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

次
に
、
来
賓
、
各
部
長
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

　
名
取
副
会
長
の
閉
会
の
辞
に
よ
り
、

式
典
は
無
事
終
了
と
な
り
、
最
後
に
、

受
賞
者
全
員
の
舞
台
上
で
の
記
念
撮
影

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
は
演
芸
で
す
。
カ
ラ
オ
ケ
、
民
謡
、

踊
り
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
気
功
体
操
、
新

舞
踊
、
舞
台
は
と
て
も
華
や
か
で
し
た
。

　
最
後
の
抽
選
会
も
楽
し
ま
れ
た
よ
う

で
係
一
同
、
ほ
！�

（
広
報
部
）

◆
新
会
長
紹
介
◆

野
沢
二
丁
目

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

�

中
澤 

照
雄

　
令
和
７
年
５
月
よ
り
５
代
目
会
長
職

を
内
山
廣
江
前
会
長
か
ら
引
き
継
ぎ
を

し
ま
し
た
。
前
年
度
よ
り
体
調
を
崩
さ

れ
て
い
た
内
山
前
会
長
の
指
示
を
あ
お

ぎ
な
が
ら
会
議
等
に
出
席
し
ま
し
た
。

尚
初
代
会
長
中
澤
善
行
は
実
父
で
す
。

２
代
目
が
結
城
正
子
氏
、
３
代
目
池
田

信
二
氏
。

　
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
遊
べ
る
様
に
、

町
会
と
公
園
清
掃
を
。

　
役
員
の
方
か
ら
も
協
力
す
る
と
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
ク
ラ
ブ
発
展
の
た
め

が
ん
ば
り
ま
す
。

　
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
　
八
千
代
会
の
活
動

　
高
齢
者
が
楽
し
く
、
生
き
が
い
を
も

っ
て
安
心
し
て
暮
し
て
い
く
た
め
に
は
、

健
康
で
自
立
し
て
身
近
な
仲
間
と
支
え

合
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
事
が
良
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
世
田
谷

地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
は
45
の

ク
ラ
ブ
が
参
加
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

松
原
新
代
田
地
区
を
中
心
に
活
動
し
て

い
る
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
所
属
の
八
千
代
会

を
紹
介
し
ま
す
。
八
千
代
会
は
昭
和
39

年
11
月
に
60
名
余
の
有
志
で
結
成
さ
れ
、

５
年
前
に
50
周
年
記
念
を
会
員
他
地
域

の
皆
様
の
協
力
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
、
会
員
相

互
の
親
睦
、
社
会
奉
仕
の
心
で
地
域
社

会
に
尽
す
事
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

活
動
内
容
は
健
康
麻
雀
部
含
め
５
部
が

そ
れ
ぞ
れ
勉

強
会
、
稽
古
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し

て
お
り
ま
す
。

健
康
麻
雀
部

は
現
在
30
余

名
が
毎
月
５

～
７
回
の
開

催
日
に
は
60

祖
師
谷
公
園

　
烏
山
か
ら
成
城
学
園
駅
に
向
か
う
バ

ス
通
り
を
左
に
曲
が
り
、
緩
や
か
な
坂

道
を
下
る
と
祖
師
谷
公
園
に
着
く
。
昭

和
18
年
、
防
空
緑
地
の
1
つ
と
し
て
計

画
さ
れ
た「
祖
師
谷
緑
地
」に
由
来
す
る
。

昭
和
50
年
頃
、
広
大
な
旧
教
育
大
農
場

が
あ
り
、
そ
の
跡
地
に
出
来
た
公
園
だ
。

　
仙せ

ん
川か
わ
が
園
内
を
南
北
に
流
れ
、
公
園

は
東
西
に
分
か
れ
て
い
る
。
穏
や
か
な

下
り
坂
で
は
雪
が
降
る
と
子
供
達
が
そ

り
遊
び
を
し
た
様
だ
。
昭
和
25
～
26
年

頃
、
祖
父
に
連
れ
ら
れ
て
タ
キ
ギ
を
採

り
に
行
っ
た
事
を
懐
か
し
く
想
い
出
す
。

昭
和
60
年
頃
、
長
男
が
野
球
を
始
め
た

際
は
広
大
な
野
原
の
中
で
当
り
前
の
様

に〟

ド
ン
マ
イ
ド
ン
マ
イ
”
と
言
い
、

親
子
で
楽
し
ん
だ
も
の
だ
。
仙
川
、
左

岸
に
は
児
童
公
園
、
運
動
広
場
。
右
岸

の
な
だ
ら
か
な
傾
斜
地
に
は
原
っ
ぱ
と

緑
の
エ
リ
ア
が
広
が
る
。
四
月
に
は
桜

が
咲
き
、
五
月
に
は
仙
川
を
は
さ
ん
で

鯉
の
ぼ
り
が
泳
ぎ
、
秋
に
は
紅
葉
を
楽

し
み
、
若
い
家
族
連
れ
が
訪
れ
る
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
で
は
公
団
住
宅
、小
学
校
、保
育
園
、

民
家
な
ど
建
ち
並
ぶ
。
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
災
害
時
の
避
難
場
所
で
も

あ
り
ま
す
が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
緩
や

か
な
仙
川
の
流
れ
と
緑
地
は
心
を
癒
し

て
く
れ
る
心
の
空
間
で
も
あ
る
。

�

（
成
城
若
葉
会　
守
屋 

喜
代
子
記
）

都
芸
能
大
会
に
出
演
し
て

　
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
出
演
。
令

和
７
年
９
月
17
日
「
東
京
都
老
人
ク
ラ

ブ
芸
能
大
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
観

客
席
１
８
０
０
の
大
ホ
ー
ル
、
大
舞
台

に
立
て
た
こ
と
の
喜
び
と
充
実
感
・
興

奮
を
報
告
し
ま
す
。

　
集
合
時
間
が
早
く
、
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ

を
掻
き
分
け
て
会
場
入
り
、
舞
台
裏
で

は
、
人
数
の
多
い
チ
ー
ム
や
豪
華
な
衣

装
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
、
本
番
は
全
員

ミ
ス
無
く
踊
り
切
り
ま
し
た
。
出
演
後

は
グ
ル
ー
プ
全
員
生
き
生
き
と
輝
い
て

見
え
ま
し
た
。（
津
田 

鈴
江
）

　
子
供
の
頃
か
ら
大
好
き
な
盆
踊
り
で

先
生
と
出
会
い
一
昨
年
10
月
に
入
会
、

先
輩
達
と
楽
し
く
お
稽
古
し
て
い
ま
す
。

見晴らしのいい緑地

シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
は
大
舞
台
で
吃
驚
、

出
演
前
は
不
安
と
緊
張
で
一
杯
、
本
番

は
夢
中
で
踊
り
ま
し
た
。
演
技
後
の
気

分
は
最
高
。
90
歳
以
上
の
方
が
17
名
も

出
演
さ
れ
て
い
る
姿
は
格
好
良
く
、
最

近
老
い
を
感
じ
て
い
る
私
を
勇
気
づ
け

て
く
れ
ま
し
た
。（
平
野 

順
子
）

　
一
昨
年
９
月
に
入
会
、
昨
年
８
月
末

か
ら
舞
踊
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
扇

子
舞
は
未
経
験
、
お
手
本
舞
を
拝
見
し

「
こ
ん
な
振
付
覚
え
ら
れ
る
訳
が
無
い
」

と
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
が
、
何
事

も
挑
戦
と
覚
悟
し
、
２
時
間
の
稽
古
を

計
７
回
、
叱
咤
激
励
の
猛
特
訓
で
本
番

に
臨
み
ま
し
た
。
他
チ
ー
ム
と
も
交
流

で
き
、
趣
味
に
励
ん
で
舞
台
で
輝
く
の

が
健
康
長
寿
の
秘
訣
と
心
得
ま
し
た
。

益
々
精
進
い
た
し
ま
す
。（
河
村 

建
一
）

�

（
千
歳
い
ず
み
会　
舞
踊
部
記
）

大舞台に出演して

才
代
か
ら
90
才
代
（
３
名
）
の
元
気
な

老
人
が
本
部
の
代
田
地
区
会
館
に
集
合

し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
で
お
り

ま
す
。

　
部
外
の
活
動
状
況
と
し
て
、
春
に
は

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
梅
ま
つ
り
」

に
は
日
本
舞
踊
部
、
カ
ラ
オ
ケ
部
が
、

日
頃
の
練
習
成
果
を
披
露
し
て
皆
様
か

ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
秋
に
は
老
人
ク

ラ
ブ
社
会
奉
仕
の
日
の
美
化
活
動
を

「
老
人
ク
ラ
ブ
社
会
奉
仕
の
日
」
の
旗

の
も
と
羽
根
木
公
園
内
花
壇
の
除
草
、

手
入
れ
、
広
場
の
清
掃
、
ゴ
ミ
の
収
集

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
一
環
と
し
て
本
部
の
あ
る
代
田

地
区
会
館
周
囲
の
清
掃
を
実
施
。

�

（
八
千
代
会　
朝
熊 

曙
生
記
）

　
世
高
協
第
６
ブ
ロ
ッ
ク

　
下
馬
野
沢
地
区
（
下
馬
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
管
内
）
10
町
会
10
ク
ラ
ブ
で

区
内
最
多
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
会
員
減
少
の
波
が
止
ま

り
ま
せ
ん
。
駒
繁
神
社
（
鎮
座
970
年
）

の
高
台
に
第
６
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
エ
リ

ア
が
有
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
あ
ん

し
ん
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
が
高
齢
者
ク

ラ
ブ
の
活
動
の
支
え
役
を
担
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
明
和
会
は
創
立
60
周
年
祝
賀
会
を
音

八千代会　麻雀部八千代会　麻雀部

受賞者の皆さま受賞者の皆さま
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か
り
が
ね
俳
壇

�

菅
野 

孝
夫
　
選

〈
特
選
〉
三
句

後
ろ
手
は
婆
の
重
心
鳥
渡
る

�

永
寿
互
楽
会
　
関
戸 

信
治

（
評
）年
を
取
る
と
腰
が
曲
っ
た
り
す
る
。腰
が

曲
る
と
、体
の
重
心
が
ず
れ
る
。バ
ラ
ン
ス
を
取

る
た
め
手
が
自
然
に
後
ろ
に
行
く
。そ
こ
を
明

る
く
詠
ん
で
い
る
。季
語
の「
鳥
渡
る
」が
い
い
。

晩
秋
の
尾
瀬
木
道
の
風
の
音

�

赤
堤
ク
ラ
ブ
　
山
下 

善
久

（
評
）草
紅
葉
で
賑
わ
っ
た
尾
瀬
の
秋
も
深
ま

り
、木
道
に
は
風
が
吹
く
ば
か
り
。山
は
自
然

の
姿
を
取
り
戻
す
。晩
秋
―
尾
瀬
―
木
道
―

風
の
音
と
、順
に
焦
点
を
絞
り
込
ん
だ
の
が
良

か
っ
た
。

亡
き
夫
の
日
記
を
め
く
る
秋
の
宵

�

北
沢
朗
楽
会
　
自
見 

千
枝
子

（
評
）し
み
じ
み
と
静
か
な
時
間
が
流
れ
る
。日

記
に
は
今
そ
れ
を
読
ん
で
い
る
作
者
と
の
こ
と

も
た
ぶ
ん
書
か
れ
て
い
る
は
ず
で
、残
さ
れ
た

者
は
そ
れ
を
も
う
懐
か
し
む
こ
と
し
か
出
来

な
い
。〈

秀
逸
〉
五
句

白
玉
や
二
人
と
な
り
て
ク
ラ
ス
会

�

赤
堤
ク
ラ
ブ
　
椎
名 

迪
子

秋
の
暮
漕
ぐ
自
転
車
の
影
長
し

�

松
寿
会
　
丸
山 

き
み
子

◆
投
稿
募
集
◆

高
齢
者
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
な
ら

�

ど
な
た
で
も
投
稿
で
き
ま
す
!!

【
俳
句
・
川
柳
】　
（
川
柳
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

　
そ
れ
ぞ
れ
お
一
人
一
句
ま
で
、
楷
書
で
。

　

�

投
稿
（
俳
句
） 

、
投
稿
（
川
柳
）  

と�

朱
書
き
で
明
記
。

【
絵
手
紙
・
写
真
な
ど
の
カ
ッ
ト
】

　

題
材
自
由

▽�

以
上
い
ず
れ
も
ク
ラ
ブ
名
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
締
切　

２
月
16
日
（
月
）
必
着

◆
宛
先　

〒
１
５
６
‐
０
０
４
３　

　

世
田
谷
区
松
原
６
‐
３
‐
５
梅
丘
分
庁
舎
３
階

　

世
田
谷
区　

市
民
活
動
推
進
課
内

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
担
当
宛

◆
電
話　

０
３
‐
６
３
０
４
‐
３
１
７
６

望
の
月
家
路
は
影
と
つ
れ
だ
ち
て

�

北
沢
朗
楽
会
　
岩
崎 

勉

独
り
な
り
こ
お
ろ
ぎ
の
こ
え
風
の
音

�

北
沢
朗
楽
会
　
平
尾 

優
子

ポ
ス
ト
ま
で
片
陰
え
ら
ぶ
昼
下
り

�

岡
本
寿
会
　
宗
田 

淑
子

〈
入
選
〉
十
三
句

世
田
谷
に
残
る
畑
の
い
も
の
つ
る

�

永
寿
互
楽
会
　
川
辺 

知
子

公
園
の
ベ
ン
チ
蜻
蛉
に
譲
り
け
り

�

お
も
と
会
　
関
野 

敏
子

売
店
の
人
影
疎
ら
山
眠
る

�

北
沢
朗
楽
会
　
青
木 

慎

鰯
雲
洗
濯
物
を
干
す
先
に

�

北
沢
朗
楽
会
　
浅
井 

ケ
イ
子

洗
濯
物
ほ
す
軒
先
に
木
犀
の
香

�

北
沢
朗
楽
会
　
月
村 

祐
子

遅
き
子
を
待
つ
や
鋤
焼
煮
詰
ま
り
て

�

北
沢
朗
楽
会
　
平
井 

あ
い
子

秋
う
ら
ら
卸
し
た
て
の
靴
は
い
て

�

北
沢
朗
楽
会
　
代
市 

文
子

寅
さ
ん
の
粋
な
口
上
西
瓜
売

�

長
楽
会
　
鈴
木 

芳
子

草
の
花
続
く
高
原
風
渡
る

�

長
楽
会
　
高
野 

俊
枝

戸
口
掃
き
町
会
長
待
つ
敬
老
日

�

長
楽
会
　
松
井 

啓
子

物
忘
れ
う
べ
な
ふ
日
々
や
白
桔
梗

�

東
玉
川
長
寿
会
　
本
田 

令
子

群
を
な
す
と
ん
ぼ
真
近
に
八
ケ
岳

�

世
田
谷
区
視
力
障
害
者
福
祉
協
会
　
石
井 

邦
子

遠
来
の
友
見
送
り
て
夜
寒
か
な

�

世
田
谷
区
視
力
障
害
者
福
祉
協
会
　
角
谷 

卓
子

選
者
詠�

菅
野 

孝
夫

鳥
渡
る
財
布
に
少
し
金
あ
る
日

曲
部
が
主
体
と
な
っ
て
挙
行
し
、
成
功

裡
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
の
復
活
を
い

た
し
ま
し
た
。
本
年
は
５
年
ぶ
り
に
お

さ
ら
い
会
も
50
名
の
参
加
者
で
楽
し
い

つ
ど
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
健
康
麻
雀
部
が
新
入
会
の
人
気
に
な

っ
て
、
東
老
連
会
員
増
強
賞
受
賞
の
立

役
者
で
す
。

　
輪
投
げ
大
会
に
て
17
位
に
入
り
６
人

の
メ
ン
バ
ー
が
大
喜
び
で
す
。
毎
月
曜

日
に
集
会
所
（
３
カ
所
）
の
清
掃
後
に

練
習
し
て
15
年
目
で
す
が
、
練
習
の
成

果
が
や
っ
と
出
た
！

　
三
味
線
の
メ
ン
バ
ー
は
他
ク
ラ
ブ
と
の

交
流
で
３
ク
ラ
ブ
と
交
流
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
い
き
い
き
せ
た
が
や
文
化
祭

に
出
演
し
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
手
芸
部
も
第
一
金
曜
・
年
12
回
の
成

果
を
い
き
い
き
せ
た
が
や
文
化
祭
で
展

示
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
私
は
会
長
歴
20
年
89
歳
、
「
新
型
コ

ロ
ナ
に
負
け

な
い
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に

ふ
ん
と
う
中
。

後
任
者
よ
早

く
出
て
!!解

散
寸
前
で
す
。

地
域
貢
献
を

生
き
甲
斐
と

し
て
精
進
中
（
胃
癌
2/3
切
除
し
て
17
年
）。

　

第
６
ブ
ロ
ッ
ク
の
行
事
も
コ
ロ
ナ
禍

で
中
断
し
て
５
年
、
第
15
回
第
６
ブ
ロ

ッ
ク
展
覧
会
が
待
ち
ど
お
し
い
。
研
修

旅
行
（
写
真
）
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
午
年
に
あ
や
か
り
躍
進
の
年
に
し
ま

し
ょ
う
。
お
互
に
支
え
あ
い
、
楽
し
み

を
工
夫
し
な
が
ら
自
分
の
も
の
と
し
ま

し
ょ
う
。

　
平
和
な
世
界
を
祈
り
お
互
い
の
幸
せ

を
祈
っ
て
い
ま
す
。

�

（
明
和
会　
瀬
端 

甲
子
郎
記
）

〟

ご
存
知
と
は
思
い
ま
す
が
”

『
川
』

１
級
河
川
、
２
級
河
川
は
川
の
大
き
さ

で
は
な
い
。

１
級
河
川
＝
国
が
管
理
。

２
級
河
川
＝
都
道
府
県
が
管
理
。

『
橋
の
名
前
』

入
口
＝
漢
字
で
表
記
。

出
口
＝
ひ
ら
が
な
で
表
記
。

昭
和
47
年
に
廃
止
。
現
在
で
も
そ
れ
に

習
っ
て
い
る
。

『
深
海
』

太
陽
の
光
が
届
か
な
い
水
深
200
ｍ
以
上
。

地
球
の
海
の
90
％
が
深
海
。

『
言
葉
』

「
は
か
る
」

計
る
。
測
る
。
量
る
。
度
る
。
図
る
。

研修旅行　学びと刺激の充実した時間♪研修旅行　学びと刺激の充実した時間♪

謀
る
。
諮
る
。
議
る
。
猷
る
。
詢
る
。

銓
る
。
権
る
。
揆
る
。
画
る
。
咨
る
。

料
る
。
揣
る
。
謨
る
。

「
あ
う
」

合
う
。
会
う
。
逢
う
。
遭
う
。
遇
う
。

邂
う
。
遘
う
。
値
う
。

「
あ
つ
い
」

熱
い
。
暑
い
。
厚
い
。
篤
い
。
渥
い
。

惇
い
。
淳
い
。

『
球
技
』

・
氷
球
＝
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

・
鎧
球
＝
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

・
水
球
＝
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ポ
ロ

・
門
球
＝
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

・
孔
球
＝
ゴ
ル
フ
（
打
球
）

・
蹴
球
＝
サ
ッ
カ
ー

・
避
球
＝
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

・
籠
球
＝
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

・
羽
球
＝
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
排
球
＝
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

・
送
球
＝
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

・
撞
球
＝
ビ
リ
ヤ
ー
ド

・
野
球
＝
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

・
投
球
＝
ボ
ウ
リ
ン
グ

・
杖
球
＝
ホ
ッ
ケ
ー

・
闘
球
＝
ラ
グ
ビ
ー

・
袋
球
＝
ラ
ク
ロ
ス

�
（
世
高
協　
広
報
部
）

「僕も金魚です」
給田福寿会　松原 美稲

投
稿
写
真
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☆ 

編
集
後
記 

☆

日
本
に
は
春
夏
秋
冬
だ
け
で
な
く
「
二
十
四
節
気
」
と
い
う
一
年
を
二
十
四
に
分
け
た
季
節
が

あ
り
ま
す
。

旬
や
季
節
の
移
ろ
い
を
大
切
に
し
て
き
た
日
本
の
暮
ら
し
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

か
り
が
ね
は
年
3
回
配
布
さ
れ
ま
す
。
内
容
も
季
節
の
移
ろ
い
の
ご
と
く
変
わ
り
ま
す
。
会
員

の
皆
さ
ま
！
ぜ
ひ
か
り
が
ね
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
成
城
若
葉
会　
小
林 

勍
子
記
）

世高連　主な事業（令和８年１月～３月）

★
か
り
が
ね
194
号
は
、

　
　

令
和
８
年
５
月
発
行
予
定
で
す
。

令和 7年度 事　　業　　名 会　場　名

２月 19日（木） 午後 手作り品講習会 ひだまり友遊会館　第１・２会議室

２月 24日（火） 午後 第 49回囲碁大会 ひだまり友遊会館　２階

２月 28日（土） 全日 「せたがや梅まつり」高齢者観梅デー 羽根木公園　仮設舞台

３月 10日（火） 全日 高齢者クラブ助成金説明会 世田谷区民会館集会室Ａ・Ｂ

３月 13日（金） 午後 第 49回俳句大会 文化生活情報センター
セミナールームＡ・B

か
り
が
ね
川
柳�

広
報
部
選

栗
ご
飯
今
年
も
命
頂
き
ま
す 

�

永
寿
互
楽
会
　
川
辺 

知
子

ふ
り
む
け
ば
い
ま
だ
途
中
の
登
り
坂

�
永
寿
互
楽
会
　
外
崎 

文
子

窓
の
外
伸
び
る
ビ
ル
群
空
縮
め

�

駒
沢
互
楽
会
　
秋
山 

啓
子

働
け
ぬ
老
い
に
は
つ
ら
い
物
価
高

�

駒
沢
互
楽
会
　
安
藤 
紀
楽

謝
る
っ
て
出
来
そ
う
で
い
て
出
来
な
い
ね

�

駒
沢
互
楽
会
　
大
沼 

洋
子

今
さ
ら
に
年
相
応
の
顔
で
よ
い

�

駒
沢
互
楽
会
　
坂
田 

登
久
江

い
い
雨
だ
よ
と
カ
メ
ラ
を
誘
う
菖
蒲
園

�

駒
沢
互
楽
会
　
設
楽 

喜
春

柚
子
坊
は
肥
へ
た
る
後
は
蝶
に
な
り

�

松
寿
会
　
丸
山 

き
み
子

部
活
動
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
97
歳

�

寿
楽
会
　
星 

貞
夫

遺
言
を
書
き
終
え
て
か
ら
本
調
子

�

常
盤
会
　
田
口 

立
吉

マ
ス
ク
顔
ほ
ほ
笑
み
返
し
伝
わ
ら
ず

�

玉
寿
会
　
石
井 

邦
彦

尊
徳
は
歩
き
ス
マ
ホ
の
発
案
者

�

玉
川
福
寿
会
　
原 

謙
次

増
え
て
く
る
年
と
る
毎
に
先
生
が

�

玉
川
福
寿
会
　
渡
辺 

悦
子

ぶ
太
っ
た
サ
ン
マ
が
ぶ
り
DHA 

EPA
脳
へ
真
っ
す
ぐ

�

と
も
に
あ
ゆ
む
会
　
富
井 

ヒ
サ

縁
台
で
将
棋
指
し
た
ら
蚊
に
刺
さ
れ

�

豊
か
な
老
後
を
築
く
会
　
田
中 

真
喜
子

ア
ン
ケ
ー
ト
八
十
代
の
枠
が
無
い

�

豊
か
な
老
後
を
築
く
会
　
西
山 

秀
聰

年
越
し
は
う
ど
ん
に
し
た
い
う
ど
ん
好
き

�

岡
本
寿
会
　
黒
羽 

希
次

�

（
高
協
順
五
十
音
順
）

【
お
詫
び
と
訂
正
】

192
号
３
頁
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
の
記

事
で
、
３
位
入
賞
の
相
良
喜
恵
子
さ
ん

の
所
属
ク
ラ
ブ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

<

正>
 

３
位　
相
良 

喜
恵
子

　
　
　
　
　
　
三
茶
長
寿
会

<

誤>
 　

　
　
桜
丘
桜
寿
会

12か　り　が　ね　193　号 令和 8 年 1 月 13 日


